
平成１７年度決算

　平成１７年度の各会計決算が平成１８年９月に開催された中間市議会で認定されました。
　みなさんから納めていただいた市民税などの税金や地方交付税などの収入で、「元気な風が
ふくまちなかま」に向けて事業を実施致しました。
　一般会計決算では、収入総額は１８３億５２８４万円、支出総額は１７６億９７３７万円で差し引き
６億５５４７万円の黒字となりました。
　その他の特別会計を含む全会計の決算は、下表のとおりです。
　市民の皆さんの生活に密接に関係している一般会計がどのように使われたか、その決算の
概要についてお知らせします。

●各会計別決算状況
単位：千円

会計 歳入 歳出 形式収支 繰越財源 実質収支 単年度収支

一般会計 18,352,848 17,697,371 655,477 0 655,477 404

国民健康保険事業 4,927,750 5,540,938 ▲ 613,188 0 ▲ 613,188 ▲ 74,436

住宅新築資金等 24,619 608,537 ▲ 583,918 0 ▲ 583,918 ▲ 14,551

地域下水道事業 101,478 99,201 2,277 0 2,277 ▲ 1,479

公共下水道事業 2,268,205 2,264,527 3,678 0 3,678 632

老人保健 6,283,065 6,197,434 85,631 0 85,631 39,594

公共用地先行取得 50,000 50,000 0 0 0 0

介護保険事業 2,886,635 2,814,098 72,537 0 72,537 10,882

合計 34,894,600 35,272,106 ▲ 377,506 0 ▲ 377,506 ▲ 38,954

●一般会計

収入総額　１８３億５２８４万円

 地方交付税 ５４億４５７９万円

依存財源

１１７億６２１６万円
（６４．１％）

 国庫支出金 ３２億５３５２万円

 市債 １４億６３６０万円

 地方譲与税など ９億６５５３万円

 県支出金 ６億３３７２万円 収入総額　

 市税 ３９億５３０４万円 １８３億５２８４万円

 基金の取り崩し １１億６２０８万円

 繰越金 ６億５６９３万円

 諸収入 ３億３５０４万円

自主財源

６５億９０６８万円
（３５．９％）

 使用料及び手数料 １億８８７４万円

 分担金及び負担金 １億４３６７万円

 財産収入 １億３９１８万円

 寄附金 １２００万円



支出総額　１７６億９７３７万円

◎目的別支出の状況

 福祉サービスの提供など ７１億４３８６万円 42.7%

 借入金の返済 ２０億２７８０万円 12.1%

 市役所窓口サービスなど行政の推進 １８億９０３４万円 11.3%

 道路や市街地の整備 １７億４５４８万円 10.4%

 教育の充実に １２億５３７７万円 7.5%

 保健医療やごみ処理など １１億４３７２万円 6.8%

 失業対策に ６億６８５４万円 4.0%

 消防防災対策に ４億８３０１万円 2.9%

 市議会運営に ２億２２５２万円 1.3%

 農業振興に １億　１３６万円 0.6%

 商工業振興に ６２７４万円 0.4%

一般会計合計 １７６億９７３７万円 100.0%

◎性質別支出の状況

義務的な経費

１０１億５７４８万円
５７．４％

扶助費 ４５億３８００万円

人件費 ３５億９１６８万円

公債費 ２０億２７８０万円
支出総額　

１７６億９７３７万円

消費的な経費

５９億８１０万円
３３．４％

物件費、維持補修費

５９億８１０万円補助費等、積立金

貸付金、繰出金

投資的な経費
１６億３１７９万円

９．２％

普通建設・失業対策 １０億８１５万円

災害復旧費 ６億２３６４万円



●主な事業

◎洪水ハザードマップ作成　４９３万円
遠賀川の洪水を想定して、洪水予報の伝達方法や避難場所の情報を表示したハザードマップを
作成し、水害による被害の軽減と防災意識の高揚を図るために、各家庭に配布しました。

◎小中学校アスベスト除去委託　９８５万円
社会問題となったアスベストの使用状況について、いち早く調査し、該当する３箇所のアスベスト
除去作業を実施し、子どもたちに対する安全対策に万全を期しました。

◎犬王古月線街路事業にかかる負担金　７８１４万円
福岡県が施行する市役所前の遠賀橋架け換え工事及び福北ゆたか線垣生駅南側線路下に
道路を築造し、アンダーによる立体交差の犬王古月線街路事業に対する地元負担金を支出し
ました。

◎なかま三大祭り実行委員会に対する助成　１１７６万円
筑前中間さくらまつり，川まつり，やっちゃれ祭りの各実行委員会に対し助成し、地域住民交流
の活性化を図りました。

◎ﾌﾚﾝﾄﾞﾘｰなかま国際交流　５０５万円
市内の中学生１４名でオーストラリアでのホームステイや語学研修などをとおして国際的な文化
を体験し、心豊かな生徒の育成を目的とする事業を実施しました。

◎キラキラなかまっこ国内体験学習　２４０万円
市内小学校６年生１６名で、北海道の大自然の中での体験学習をとおして、自然を大切にする心
や自ら考え、判断し、自ら行動できる児童の育成を目的とする事業を実施しました。

◎青少年に贈るコンサート　２００万円
総勢７０名からなるフルオーケストラによる演奏に加え、生徒全員による合唱、吹奏楽部員による
指揮など生徒参加型のプログラムによるコンサートを実施しました。

◎国勢調査　２０５４万円
平成１７年１０月１日を基準日として、全国一斉に｢平成１７年国勢調査」が実施されました。
中間市では、２９１名の調査員の協力のもと全世帯調査を行いました。
中間市の総人口46,557人、総世帯数18,052世帯となりました。

◎土手ノ内公営住宅建替え　３億６５２４万円
平成１７年度及び平成１８年度の２ヵ年で土手ノ内の市営住宅を建て替えています。
第１期工事は鉄筋コンクリート造３階建の１８戸が完成しました。
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